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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・10/9（火）勤務変更

菅原AOMが公休となり、戸賀沢さんがナイトケア勤務となる。

戸賀沢さんがナイトケア勤務に伴い、小嶋SGMがデイナイトケア勤務となる。

・10/9（火）15：00～田名部一樹様　ハローワークの連携モデル事業開始のための面談
（出席者：柴崎さん）
※14：30～16：00柴崎さんが不在となるため、当日フロアのスタッフを調整すること。
・10/12（金）・19（金）作業療法士実習生2名　1日見学予定
・10/16（火）実地指導があります。日誌の勤務者状況（医師や配置スタッフ）を間違えないよう注意すること。また、個人情報の観点から日報に他利用者の個人名は乗せないよう注意すること。
・医療福祉学会PPTについて

テンプレートが掲示されている為、書式を参照し、書式を守って作成すること。今年度より、PPTスライド数を上限20枚としている。期日までに所定場所へ提出すること。

期日：10/19（金）17：00まで

※10/15（月）朝までに小嶋SGMへ一度提出すること。

・医療安全委員会より、インシデントアクシデント報告を今まで電子カルテにて作成していたが、今後委員会内のフォルダに保存し、以前のような書式で作成することとなる。書式に関しては、変更点もある為、作成時には各自確認すること。
＜提出期限＞

・10/8（月）朝まで　疾患別診療計画書（利用者のサイン記入済）

・10/8（月）朝まで　経過録（アップロードまで）

※各書類の提出が遅れる場合は、直接小嶋SGMまで報告すること。

＜研修案内＞

・10/2（火）・4（木）第4回法人研修

テーマ：「成年後見と人権擁護」

・10/12（金）看護グループ内研修　対象：介護スタッフ（佐々木さん、馬場さん）

　テーマ：「看護職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画」
・10/21（日）認知症フォーラム
　テーマ「これって認知症？～認知症と間違えやすい病気～」講師：深澤Dr.
　日時：10月21日(日)13:00～16:00　場所：八戸市総合福祉会館　2階多目的ホール
・10/27（土）こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」
・11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～今朝までの薬の空包を確認し全て揃っている。スタッフが他利用者と話しているにも関わらず、話に割って入り話を切り上げられないでいる。やや気分の高揚さが見られている。
・成田　尚史　様～本日、9：30～体験利用実施している。プログラム中にパーテンションの隙間が気になる様子で何度も直そうとしていたとの事。昼食時、外に行くことがあり、スタッフが声を掛けると、昼食を持参すると話していたが持参しておらず、「外で食べてきます」と話し昼食を摂りに行かれている。
・古舘　ヨリ　様～グループホーム世話人より情報提供がある。、血圧160/81㎜Hg、脈拍65回/分、デイケアの欠席の希望が聞かれていたが、少し休んで様子を見てからと伝えている。10時頃、本人よりグループホーム世話人へ電話があり、血圧142/74㎜Hg、脈拍66回/分だが、頭痛は軽減したもののデイケア欠席の希望があり、デイケアは欠席となる。本日は臥床して過ごすと言うが、グループホーム世話人と話し合い、午前中は部屋の片づけをし、午後より入浴する予定との事。
・久保　康介　様～本人様より、「車が使えないので今日は休みます。」と電話連絡がある。訪問看護師から車を使える時間が出来たと情報があった事を言うと、不機嫌そうな声で「それも正式な話じゃないので、」と言い、一方的に終話している。ストレスが溜まった際は、喫煙をすることで軽減されるとの事だが、父様に制限されていたが、粗暴行為とうもあり、喫煙を解禁したとのこと。
・中村　茂　様　～昨日表情良く来所し、他利用者様と自ら交流を持っている。担当スタッフと面談実施し、生活状況や病状を確認している。足のだるさは変わらず、仕事は休息を入れながら取り組んでいるとの事。前回（8月）来所時に0.8㎏の体重減少があり、今回も更に0.8㎏減っている為、食事摂取状況を確認している。「食欲がなくて、朝はおかずだけだ。」と返答している。幻聴は命令口調に変わり、頻繁になっているとの事で主治医面談時に相談したと言う。次回の主治医面談まで期間が空く為、幻聴が強い際はこちらに連絡をするように助言している。お盆中に妹様が移山寮へ会いに来たが、金銭の要求はなかったという。移山寮へ入寮前に妹様が家のリフォームでお金が必要と相談があり、通帳を渡し30万貸したが、その後返済はないと話している。今後も金銭の要求があった際はスタッフへ相談するように伝えている。
・下苧坪康一郎様～普段通り来所しており、先日自宅に帰ることが遅くなった件について話を伺うと、バスを利用し遠くのコンビニ、お店に行っていたと話していたとの事。詳しい詳細について確認するも、話す事は無い。
・細谷地　与蔵様～透析療法開始後初来所している。自ら服薬ボードに昼食後薬をセットし、食後も自ら服薬している。本日分に決められた水分の入ったボトルを準備し、席についている。体調不良はないが、水が自由に飲めなくなったとニヤニヤしながら話している。運動療法の時間には他利用者と別メニューで下肢の筋トレを行う。作業療法では、電卓を使用し計算テキストを行い、どちらも拒否することなく取り組んでいる。自主活動ではテレビ観賞しているが、居眠りすることなく過ごしている。以前に比べると、表情良く言動もメリハリが出来ているとのこと。
・市澤　信行　様～久しぶりに来所されている。表情良く来所されると、ゲームを行って過ごしている。体調に関しては、良し悪しを繰り返しているとのこと。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨夜次姉へ電話を掛けたいとスタッフへ話し掛けあり、電話をしている。電話の内容は、他愛もないことを話しているが普段に比べ、声を潜めながら話していたとのこと。今朝の血圧測定時、188/127ｍｍHgと高値であった為、再検したが161/120ｍｍHg。本人に体調を確認するが、不調はないと話している。本日のデイナイトケアでは、プログラムの合間にチラシを見ており、「このバッグ欲しい」と表情良くスタッフに話している。作業療法では、最近行っている計算問題はやりたくないと話し、窓の近くに座り遠くを眺めている。不調の訴えはない。
・板橋　利美　様～昨日、医師面談時に処方薬の変更がある。以前の面談時に徐々に減薬していくこととしていたため、ジアゼパム錠２ｍｇ、ＮＥソフトカプセル２００ｍｇ、タスモリン錠１ｍｇ、各毎食後であったものを朝・夕食後に１錠ずつに変更になっている。
・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供があり、昨夜、他利用者の物を自身の席に持っていくことがあり、理由を尋ねると、「自分のを先に置かないとダメだろ」と発言することがあったとの事。本日のデイナイトケアでは、レクダンスの最中にスタッフへ話し掛けがあったが、行っている最中である為、終了後に再度話をしてほしいことを伝えている。その後、訴えはなく各種プログラムに参加している。
ナイトケア

・村上　元道　様～自身の携帯電話で複数回連絡を取り合っている。「母が一人暮らしを始めたんだけど、今日のサンデーのチラシを見て、ストーブとこたつとカーペットを3万円以内で買ったみたいで…ここにチラシある？」と話し広告チラシを見ている。「母が寒い思いをしないのならいいんだけど」と話す。その後、知人の名前を挙げ「○○くんに連絡した。今月どっか行きたいよねー楽しみないと仕事のし甲斐がないからさ」と特定男性利用者（下妻康貴様）と話しており、適宜休息を取るよう助言している。
・下妻　康貴　様～9/20八戸市立市民病院整形外科にてMRI検査を実施していた。「明日市民病院に行くの最後かもしれない」と検査結果によっては同院が終診となる可能性が高いとのこと。他利用者やスタッフと交流したりテレビ観賞したりしている。
・関　秀治　様　～スタッフとスポーツについて話していた際に“前に体育館を使用してバレーとかやってたの覚えていますか？体育館を使いたいとかありますか？”と問うと、「体育館に行って体を動かしたいです」と希望している。普段は他利用者の意見等に拒否なくプログラムに参加しているため、本人の意見を尊重し、まずは当館管理者やスタッフ間で検討していくこととした。

<事例検討>
カンファレンスシート（横町　浩　様）
実施日：H30年10月4日（木）13：30～14：00

担当：馬場

検討内容：エクセルヒューマンの販売会参加に関しての現状の確認と今後の対応

	氏名
	横町　浩様
	性別
	男
	年齢
	49
	生年月日
	S.44.3.13

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	1基本的生活習慣の習得

2身体機能の維持・向上

3対人関係の改善

4作業能力・持続性の向上

	本人希望
	デイケアと作業所を両立して利用したい。いずれ就労に完全に移行したい。

	家族希望
	病状の安定。生活維持。

	入院歴
	計　　4回（最終：H11年8月　日～H12年1月　日）八戸市民病院

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年5月19日～現在　　（月1回/金曜日）4週/1回

	その他サービス利用
	就労継続支援B型「チョコ・クッキー」

	住居：自宅
	家族構成

父親と母親と3人暮らし

	利用制度
	精神障害者福祉手帳　2級
	年金　級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアと就労支援継続施設の両立を続け、将来的に一般就労を目指す。
	①再発しないためにも、病状の変化があった時は適切に対処する。
	①病状の変化があった時は、まずはスタッフに相談し、内服自己調整しない。
	①調子が悪い時は、服薬自己調整はせず、まずはスタッフに相談する。本人が病状の変化を自覚してない時は、スタッフから声を掛けて振り返りをする。

	
	②伝達力を向上する。
	②相手に伝わる話し方をする。
	②一方的に話し掛けるのではなく、声をかけてからゆっくりはっきりと話す。一方的な会話や対応が見られた際には状況を振り返り、声の掛け方や話し方のアドバイスをする。

	
	③健康を維持するために、体重を増やさないようにする。
	③体重90㎏まで減量する。
	③運動プログラムへ参加し、大きく動く体を動かす。間食と水分の摂取状況をスタッフと一緒に振り返りを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化があった時は、まずはスタッフに相談し、内服自己調整しない。
	・現在病状や精神の不安定さはなく、落ち着いて過ごしている。

・体調については、疲労感等なく過ごすこと出来ていると話している。

・処方薬に関して担当医の指示通り服薬出来ているとのこと。服薬自己調整はしておらず、調子を崩すことなく就労も続けている。
	就労を続けていく為に、自身で体調変化に気付き対処していく必要性がある。自己服薬管理が今後も確実に行えるよう継続した関わりを行っていく。⇒目標継続

	②相手に伝わる話し方をする。
	・突然話し掛けたり、相手が興味・関心がない話題でも、積極的に話しかけており、相手の反応は特に気にしていない様子が窺える。

・来所時には自分から近況を話してくることがあり、評価している。

・一方的な話し掛けに関して改善できていないことを伝えると、同意しており自覚している様子が窺える。

・早口でどもる話し方だが、ゆっくり焦らず話すよう伝えるとゆっくり聞きやすく話す事がある。
	現在、他者交流でトラブルが起こることはないが、初対面の方や本人のことをあまり知らない人との交流、仕事上での対応では、不明瞭な話し方が関係性に支障がでる可能性があるため、本人の個性は大事にし、話し方や言葉のやりとりで気になったことは今後も伝えていく。⇒目標継続

	③体重80㎏を超えないように維持する。
	・利用日には、徒歩で通所しているが、仕事の日は送迎があり、長距離を歩く機会は減っている。利用日も減った為、運動量が減っていることは自覚している。

・運動プログラムでは、エアロビクスは休む事なく参加しているが、体の動きが小さく、リズムから外れる事がある。

・間食や水分摂取の過多見られている。ﾌﾞﾗｯｸｺｰﾋｰやお茶、糖分入りの飲み物の持参が必ずあり、通所中での飲水も含め水分摂取量は多い。スタッフから間食控えるよう伝えているが実践は出来ていない様子。
	現時点で目標を大きく上回る体重となっている。目標体重を本人と再度話し合い、達成できるようにする。また、本人の無理のない範囲で取り組める減量方法を一緒に考えていく。⇒今後変更予定



	以前、情報提供がありエクセルヒューマンの販売会に頻繁に参加しており、高額の買い物をしていることや亜販売会への参加の為に服薬時間がずれてしまっているとのこと。本人に詳細を確認すると30万円程の商品を買ったと話しており、現在の貯金を尋ねると20万程あるとのこと。今後、販売会に参加した際には即決で買うのではなく、スタッフ等の第三者と話し合い本当に必要かどうかを判断することを助言している。


※今後の対応について

エクセルヒューマンの販売会については、引き続きデメリットを伝え買い物に関しては自己判断せずに対応していくことを引き続き助言していく。金銭や服薬について、引き続き本人に現状を確認していき、問題がある際には都度助言をしていき、生活や病状に影響が出ないよう関わっていくこととしている。

【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアと作業所の両立を続け、将来的に一般就労を目指す。
	①再発しないためにも、病状の変化があった時は適切に対処する。
	①病状の変化があった時は、まずはスタッフに相談し、内服自己調整しない。
	①調子が悪い時は、服薬自己調整はせず、まずはスタッフに相談する。本人が病状の変化を自覚してない時は、スタッフから声を掛けて振り返りをする。

	
	②伝達力を向上する。
	②相手に伝わる話し方をする。
	②一方的に話し掛けるのではなく、声をかけてからゆっくりはっきりと話す。一方的な会話や対応が見られた際には状況を振り返り、声の掛け方や話し方のアドバイスをする。

	
	③健康を維持するために、体重を増やさないようにする。
	③体重90㎏まで減量する。
	③運動プログラムへ参加し、大きく動く体を動かす。間食と水分の摂取状況をスタッフと一緒に振り返りを行う。


